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2019年(平成31年)2月24日発行 

  

今年で６回目を迎えた「北九州マラソン2019」が、２月１７日（日）に開催されました。 

フルマラソン、ペアリレーマラソン、ファンラン（3ｋｍ、5ｋｍ）に12,209人のランナーが参加し、フルマラソンの完走者は

9,800人（完走率90.2％）だったようです。 

 快晴にも恵まれ、NHK大河ドラマ「いだてん」中村勘九郎効果もあってか、応援来客数も大変多く感じられました。 

約3,500人のボランティア参加の中、わが夢追塾同窓会からも53名が参加いたしました。 

今年もフィニッシュ会場周辺で①清掃係、②警備係（前半）、③案内係（前半）を担当し、３班に分かれての活動でした。 

ボランティアに参加頂いた皆様、本当にお疲れ様でした。 

生涯現役夢追塾同窓会（会長） 末松春彦 

実行委員長（事務局長） 永吉和幸 

 

同窓会だより 平成30年度第20号 生涯現役夢追塾同窓会 
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  【１班 フィニッシュ会場 清掃担当】 

 １期生３名、２期生８名、３期生３名、４期生４名、５期生４名、１１期生１名の計２３名で担当しました。 

 清掃範囲の①西日本総合展示場 ②あさの汐風公園 ③ＪＲ小倉駅周辺の広範囲を、３つのグループに分かれて

１時間毎に交代しながら１１時から１６時１５分まで、ゴミの収集、運搬やテーブルの清掃等を実施しました。 

特に１３，０００人のランナーが更衣する西日本総合展示場のゴミ処理は大変でしたが、トラブルや混乱も無く無事に

活動を終える事ができ、市の責任者からも感謝の言葉をいただきました。      （1班リーダー 2期生 池田 毅） 
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【２班 フィニッシュ会場 警備担当】 

 朝７時からのまだ寒い中、フィニッシュ会場周辺警備に２２名（6期/７期）が参加。２～３人のグループで各所のゲート

にてランナー、関係者の出入り警備の手伝いを行いました。 

ファンランのスタート/ゴール、ペアリレーの第一走者ゴール、フルマラソンのゴールなど、時々はランナーの応援も

しながら、昼で終了。 全員無事にお弁当を食べて解散しました。 寒い中でしたが多くのランナーから元気をもらい楽

しい時間を過ごす事ができました。                           （２班リーダー ７期生 大谷 茂） 

↑この方 

ファンラン完走後にボランティアに参加しました 
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【３班 フィニッシュ会場 会場案内担当】 

 ８時３０分の集合から１２時３０分まで、８期３名・９期３名・１２期３名、全員立ちずくめの業務でした。 

フィニッシュゲートへの案内では、すぐ目の前に見えるフィニッシュゲートへ直進させず総合展示場本館内を迂回さ

せる道案内でしたが、ゴールの瞬間を見ようと急いでいる観客の中には「何でまわり道させるのか！」と怒鳴る人もお

り、苦労しました。 しかし、ゴールしたランナーや出迎えの家族、友人たちの表情は、満足感いっぱいの笑顔でした。 

私が事務局を務めるコーラスの先生のご主人がフルマラソンに出場し無事完走されましたが、「北九州マラソンはボ

ランティアの人達で成り立っている事を実感しました、ボランティアってすごいな～」と、嬉しい言葉をいただきました。 

感謝！                                              （３班リーダー ８期生 伊藤 学） 

（写真撮影： 1期佐藤 2期岡崎 5期八尋 6期溝田 6期武方 7期佐藤 9期園田） 


